
令和２年度 事業計画書 

  （令和 2 年 4 月 1 日から令和 3 年 3 月 31 日まで） 

特定非営利活動法人遠野まごころネット 

１ 事業実施の方針 

東日本大震災から 10 年目、県内のハード事業がほぼ完了しました、行政の復興支援は、前年と

同様、生業の創造、失われたコミュニティの再建、取り残された被災者の支援を重点にしています。 

本年度事業は、新型コロナウイルス感染が蔓延しており、国内の全てのことで先が見通せない状

況の中、計画の変更余地も考慮に入れながら、被災地復興を継続して掲げ、被災弱者の孤立予防の

サポート活動の展開、雇用の創出、地域コミュニティづくりサポート、風土を生かした地域づくり、

生業づくりのための第六次産業化の推進、交流人口の拡大、ＳＤＧS（持続可能な開発目標）の推進

等に取り組みます。 

具体的な重点事業項目は、以下の通りです。 

（1） 農業を介在した障がい者就労支援事業は、事業所を釜石事業所に集約、就労継続支援Ｂ型の 

定員を 25名に増員し、支援機関との関係構築、事業所のピーアールを積極的に行い新規利用者 

の獲得、1日当たりの平均利用者 20 名を目標に取り組みます。 

一般就労支援では、職場定着支援の強化、工賃向上の取り組みとして従来のものづくりに加 

え、新商品の開発（革製品の開発、裂き織、レーザー加工機の活用によるデザイン業務等）や

販路拡大に取組みます。 

農業関係では、天洞ビンヤード（ぶどう園）の管理技術の向上、作業受託では、大槌結ゆい

ピーマン、遠野リンゴ舎作業受託等で増収に努めます。 

また、就労継続支援Ａ型運営には、工賃を確保できる商品開発や作業受託が見込めないなど

課題も多く、廃止する方向で取り組みます。 

（2） 人事院研修、海外からの研修視察を始めとする個人、企業、団体などのボランティア受け入

れによる被災地支援活動は、就労支援事業所の利用者との作業、釜石天洞・遠野寒風地区のぶ

どう園の管理作業、遠野米通地区の農作業等を協働することで交流を進めます。 

（3） ぶどう栽培については、天洞・寒風地区のぶどうの生産技術のノウハウの向上、植栽増と併

せ苗木の育成に取り組み、ぶどうの収量は、前年より1トン増の約3トン、ワイン醸造量を750ml

瓶換算で前年より 900 本増の 2,500 本を目標にします。 

これらの取り組みによって、農作物の生産、商品への加工、販売という第六次産業化の実現

と雇用創出、地域振興に繋げる取り組みを行います。 

（4）限界集落の地域おこしプロジェクト「米通結いとりの郷」は、今後も地元との協働で運営し、

無農薬栽培を基本にバジル、どぶろく米等の生産活動及びどぶろく(濁酒)製造も行い、限界集

落のコミュニティ維持や地域の活性化方策に継続して取り組みます。 

（5）今年度の三陸海の盆は、10回目を区切りとして遠野市での開催を予定しましたが、遠野市の花

火大会の中止も決定したこと等から今年度は中止し、来年度以降に区切りの開催を行う方向で

進めます。 

（6）「サンタが 100 人やってきた！プロジェクト」を今年度も実施し、交流人口拡大、震災の風化

防止に取り組みます。 

（7）新たに設立した地域産業パートナーシップ協同組合の運営に参画し、外国人材の就業研修受け

入れ等を行い、ネパールの地震被災地、インドネシアの地震・津波被災地等支援に努めます。 

（8）事務局体制の充実、強化は、職員間の連携、効率化をさらに進め、人手不足の状況ではありま

すが、人材の確保に努め、役員及びボランティアの力も借りながら、適時・適切かつ効果的な



事業推進に努めます。 

 

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

定款の 

事業名 
事 業 内 容 時期 

場所 

地域 

従 業

者数 

対象範囲 

予定人数 

支出見込 

額(千円) 

海外を含む被災

者支援のための

情報収集、発信、

コミュニティ再

生、なりわい創造

支 援 事 業 

自然災害の被災地、被災者への復興支援活動の企

画立案および実施（インターネット等による情報

提供・交流、ボランティア派遣、支援物資の提供、

産業再生・アドバイザー斡旋等） 

通年 岩手県沿

岸被災地、

熊本地方、

岩泉町等 

３ 岩手県沿岸被

災地、熊本県、

岩泉町等の被

災者 

 

3,300 

海外での被災地支援として、ネパール等の大地震

被災地等の支援活動の展開、人材育成のための協

同組合への参画及び研修受け入れ事業、 

ネパール

国等 

ネパール及び

インドネシア

等約 500 人、 

1,000 

支援活動から得られるノウハウの蓄積並びに今

後の自然災害時に活かせる支援活動マニュアル

の策定、被災地研修の受け入れ 

岩手県沿

岸被災地

等 

人事院研修、企

業 研 修 等  

約 200 人 

 

2,100 

総合相談支援事業、メンタルプログラムの企画立

案及び実施、助け合いセンターの運営 

岩手県、大

槌、遠野 

 2,900 

被災地支援物品販売事業 

被災地の海産物等生産品の販売会、まごころグッ

ズ等販売による風化防止及び内職支援、 

通年 事務局等 ３ 広域  

9,080 

指定就労支援事

業 

障害福祉サービス事業所の運営 

(就労移行支援、就労継続Ａ，就労継続Ｂ) 

通年 釜石市・大

槌町ほか 

12 釜石市、大槌町 

外利用者 

32,710 

支援団体間の交

流連携のための

ネットワーク構

築 事 業 

被災者、支援者間の交流促進及び支援者同士の連

携を図るまごころネットワークづくり、青少年を

対象とした防災学習ネットワーク事業、学習支援

事業 

通年 全国、ネパ

ール等 

2 全国、ネパール

等 

 

 

3,200 

自然資源調査・活

用 事 業 

自然資源の調査、観光産業（自然探訪ツアー等の

プログラム化）の振興、自然資源の維持・保全の

推進、交流人口拡大モデル事業等の実施 

通年 遠野市、三

陸沿岸地

域等 

2 遠野市、三陸沿

岸地域等 

 

 

16,060 

農林水産物の生

産加工および販

売 事 業 

6 次産業化事業の一環としてワイン用ブドウ、バ

ジル、クレソン等の栽培と商品開発、食品加工所

等の運営、たすけあいセンター、未来工房の運営

等、被災地等の原料を使用したシードル、ワイン

の醸造、販売事業 

通年 釜石市、大

槌町、遠野

市 

３ 釜石市・大槌

町・遠野市、 

 

 

2,200 

      支出見込金額 

(千円) 

72,550 

    (2) その他の事業 

      今年度予定なし 


